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龍谷大学社会学部学会会則
制定 平成元年 4月 1日

一部改正 平成10年 6月24日
一部改正 平成13年 3月21日
一部改正 平成15年 3月12日
一部改正 平成18年 9月27日
一部改正 平成19年 3月13日
一部改正 平成22年12月15日
一部改正 平成24年 7月18日
一部改正 平成29年 5月31日

（名称，事務所）
第 1条 本会は，龍谷大学社会学部学会と称し，事務所を龍谷大学瀬田学舎社会学部内に
置く。

（目的）
第 2条 本会は，社会学，社会福祉学及び隣接諸科学の学術研究を推進することを目的と
する。

（事業）
第 3条 本会は，前条の目的を達成するために，次の事業を行う。
⑴ 機関誌『龍谷大学社会学部紀要』の発行
⑵ 学術講演会，シンポジウム，研究会等の開催
⑶ 学生会員の研究支援
⑷ その他本会が必要と認める事業

（構成）
第 4条 本会は，次の会員をもって組織する。
⑴ 普通会員 龍谷大学社会学部に所属する専任の教員及び本会の趣旨に賛同する龍

谷大学の専任教員
⑵ 学生会員 龍谷大学社会学部及び龍谷大学大学院社会学研究科の学籍を有する学

生
⑶ 賛助会員 前 2号以外の者で，本会の趣旨に賛同する個人又は団体
⑷ 名誉会員 本会の会員であった者で，龍谷大学の名誉教授である者

（会長及び諸委員）
第 5条 本会に以下のように会長及び委員を置く。
⑴ 会長 1名
⑵ 庶務委員 2名
⑶ 会計委員 2名
⑷ 『龍谷大学社会学部紀要』委員 3名
⑸ 『龍谷大学社会学部ジャーナル』委員 3名
⑹ 事業委員 3名
⑺ 学科委員 各学科 1名



⑻ 会計監査委員 2名
2 前項の諸委員を同一人が兼ねることはできない。

（会長及び諸委員の選任と任期）
第 6条 会長は，龍谷大学社会学部長をもって充てる。会長に事故ある時は，庶務委員が
共同してその職務を代理する。
2 前条第 1項第 7号委員（以下「7号委員」という。）を除く同項の各委員は，会長
が普通会員の中から委嘱し，評議員会に報告する。7号委員は学科で選出する。
3 各委員の任期は，2年とする。ただし，再任を妨げない。途中退任の場合，後任者
の任期は，前任者の残任期間とする。ただし，7号委員の任期は学科で定める。
4 前条の⑷⑸⑹の委員は，それぞれ委員会を構成する。各委員会に委員長を置き，各
委員長は，各委員会において互選する。

（会長，各委員会及び委員の職務）
第 7条 会長及び各委員会並びに委員は，次の職務を行う。
⑴ 会長は，本会の業務を統括し，本会を代表する。
⑵ 庶務委員は，本会の庶務を処理するとともに，会長を補佐する。
⑶ 会計委員は，本会の会計を処理する。
⑷ 『龍谷大学社会学部紀要』委員会は，同誌の編集発行に関する事務を処理する。
⑸ 『龍谷大学社会学部ジャーナル』委員会は，同誌の編集発行に関する事務を処理
する。
⑹ 事業委員会は，⑷⑸を除く本会の事業を企画，立案，運営する。
⑺ 学科委員は，学科を代表して本会と連絡調整を図る。
⑻ 会計監査委員は，本会の会計監査を行う。
2 本条第 1項の⑷⑸⑹の委員会は，その事業の企画，立案，運営にあたり，委員会の
判断で普通会員あるいは学生会員に参画を求めることができる。なお，参画に当たり
経費を伴う場合は，あらかじめ常任委員会の承認を得るものとする。

（常任委員会）
第 8条 本会の円滑な運営のために常任委員会を置く。
2 常任委員会は，会長，庶務委員から 1名，会計委員から 1名，並びに第 6条第 4項
の各委員長，及び 7号委員をもって構成する。
3 常任委員会は，会長が招集し，議長となって次の事項を処理する。
⑴ 予算案・決算案の作成
⑵ 事業実施の承認
⑶ 会員の入会・退会の承認
⑷ その他必要な事項の審議
4 常任委員会の議決は，出席者の過半数以上の同意による。

（評議員会）
第 9条 本会に評議員会を置く。
2 評議員会は，普通会員全員で構成する。
3 評議員会は，会長が招集し，議長となり，本会の予算決算及び必要な事項を審議す
る。
4 評議員会の議決は，出席者の過半数以上の同意による。



（会計）
第10条 本会の経費は，入会金，年会費，龍谷大学からの助成金，事業収入及び寄付金を
もって充てる。

（会計年度）
第11条 本会の会計年度は，毎年 4月 1日に始まり，翌年 3月 31日に終わる。

（入会金）
第12条 本会への入会に際しては，入会金 2,000円を納入する。ただし，学生会員及び賛
助会員は，入会金の納入を免除される。

（年会費）
第13条 会員は，年会費 4,000円を納入する。
2 賛助会員は，年会費 4,000円以上を納入する。
3 名誉会員は，入会金及び年会費がともに免除される。

（改廃）
第14条 この会則の更改は，第 9条第 4項の規定にかかわらず，評議員会において出席者
の 3分の 2以上の賛同を要する。

付 則
この会則は，平成元年 4月 1日から施行する。
付 則（平成 10年 6月 24日）
平成 10年 6月 24日一部改正。同日より施行する。
付 則（平成 13年 3月 21日）
平成 13年 3月 21日一部改正。同日より施行する。
付 則（平成 15年 3月 12日）
平成 15年 3月 12日一部改正。平成 15年 4月 1日より施行する。
付 則（平成 18年 9月 27日）
平成 18年 9月 27日一部改正。平成 19年 4月 1日より施行する。
付 則（平成 19年 3月 13日）
平成 19年 3月 13日一部改正。平成 19年 4月 1日より施行する。
付 則（平成 22年 12月 15日）
平成 22年 12月 15日一部改正。平成 23年 4月 1日より施行する。
付 則（平成 24年 7月 18日）
平成 24年 7月 18日一部改正。平成 25年 4月 1日より施行する。ただし，平成 24年度
以前に入会した学生会員及び賛助会員については，なお従前の会則による。
付 則（平成 29年 5月 31日第 5条改正）
この会則は，平成 30年 4月 1日から施行する。



『龍谷大学社会学部紀要』規則
平成元年 6月14日 制定

第 1条 この規則は，龍谷大学社会学部学会会則第 3条に基づく機関誌『龍谷大学社会学
部紀要』（以下，『紀要』とする。）の発行について定めるものである。

第 2条 『紀要』は，原則として毎年度 2回発行する。
第 3条 原稿の募集，編集及び発行は，『龍谷大学社会学部紀要』委員会（以下，委員会
とする。）が行う。
2 原稿の掲載は，委員会が決定する。掲載を見送った場合は，その理由を委員会か
ら，執筆者に通知する。なお，博士課程在学中の学生会員の掲載を見送った場合
は，指導教員および執筆者の双方に通知する。
3 原稿の投稿は，普通会員，賛助会員及び博士課程在学中の学生会員とする。な
お，博士課程在学中の学生会員が投稿する場合，あらかじめ指導教員の指導を受け
なければならない。
4 普通会員を筆頭執筆者として非会員が共同執筆した原稿を掲載するに当たって
は，非会員は当該年度の賛助会員となるものとし，入会金及び年会費をあらかじめ
納入するものとする。

第 4条 原稿は，論文・調査報告・研究資料・研究ノート・書評論文・書評・翻訳等（以
下，論文等とする。）とする。

第 5条 論文等の執筆は，次の要項によるものとする。
⑴ 論文等は，未発表のものに限る。
⑵ 論文等の分量は原則として以下のようにする。
ア 論文は，20,000字（400字詰原稿用紙 50枚）以内
イ 調査報告・研究資料・研究ノート・書評論文・書評・翻訳は，12,000字（400
字詰原稿用紙 30枚）以内
なお，翻訳は，著作権者からの許諾を必要とする。ただし，著作権が失効して
いる場合はその限りでない。

⑶ 論文等には，必ず欧文タイトルを添付するものとする。
⑷ 論文・研究ノートには，必ず和文要旨（400字程度）を添付するものとする。
⑸ 論文等は，原則として横書きとする。

第 6条 掲載論文等について 50部の抜刷を無償で提供する。共同執筆の場合にも同様と
する。ただし，第 3条第 4項の賛助会員には，各 50部を無償で提供する。
2 50部を超える抜刷を希望する執筆者は，超過分の実費を支払う。

第 7条 掲載論文等の著作権は執筆者に帰属するが，本学及び国立情報学研究所等が論文
等を電子化により公開するものについては，複製権及び公衆送信権の行使を社会学部
学会に委託するものとする。ただし，電子化による公開は執筆者の許諾を得たうえで
行うものとする。

第 8条 本規則の改正は，常任委員会の議によるものとする。
第 9条 本規則は，平成元年 6月 14日より実施する。
付 則

1 平成 13年 4月27日改正 7 平成 24年 1月17日改正
2 平成 15年 4月24日改正 8 平成 24年10月16日改正
3 平成 17年 5月11日改正 9 平成 28年 5月11日改正
4 平成 17年 7月13日改正 10 平成 28年11月 9日改正
5 平成 18年 9月27日改正 11 平成 29年10月10日改正
6 平成 20年11月25日改正 12 令和 2年 5月 27日改正
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◇今号は二つの意味で記念すべき号である。
まずこの号は，荒木美知子先生のご退職記念号
である。先生がご着任された時の「学生たちの伴
走者でありたい」とのお言葉から先生の温かい人
柄が伝わってきて，深く心を打たれた。先生が去
った後，キャンパスに残った私たちは学生たちの
伴走者であり続けたい。本来，先生が歩んでこら
れた道をご親交のあった方々に綴って頂くこと
が，編集者としてなすべき仕事だと思うが，時間
の制約でこのような企画ができず，申し訳ない。
先生の今後の益々のご健勝とご活躍を心よりお祈
り申し上げる。
この号はまた，冊子という形で発行される最終
号となる。次号からデジタル版に移行される予定
だ。このような決断を下した理由は 2つある。一
つは，速報性や検索の容易さ，資源の節約におい

て，デジタル版が冊子を勝るのだ。もう一つは，
印刷製本作業を省いたことで原稿締切日の設定が
遥かに柔軟となり，会員の執筆期間を確保しやす
くなるためだ。もちろん，全面的なデジタル版へ
の移行に迷いがなかったわけではない。何より
も，冊子という〈モノ〉は私たちの本棚から姿が
消えていくことからくる寂しさであろう。〈モノ〉
を撫でることからしか得られない温かみがあり，
その温かみや感触が記憶され，思い出となり，心
の支えになることもある。時代の流れとはこうい
うものなのだと，どこかで納得しようとする自分
がいる。
今回も，原稿を寄せて頂いた方々のお陰で無事
刊行することができ，皆さまのご協力に厚くお礼
を申し上げる。

（F. L.）

執筆者紹介（掲載順）

青 木 恵理子（社会学部教授） 佐 藤 彰 男（社会学部教授）
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＊

田 中 明 彦（社会学部教授） 舟 木 徹 男（社会学部非常勤講師）＊

貫 井 隆（社会学部非常勤講師）＊

＊賛助会員
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